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今週のキーワード

SSB量産化
米中日韓で標準化・量産化競争が激化

37
件

総記事数

9
カ国

対象国数

100
トン/年

中国硫化物

375
Wh/kg

Factorial SSB

今週の全37記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 中国SSB国家標準施行 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

中国が車載全固体電池国家標準を施行し、百トン級硫
化物生産ラインが稼働開始。SVOLTはハイブリッド電
池量産、CATL/Farasisは高エネルギー密度電池を202
7年車両統合目指す。

#02 Solid Power生産増強 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Solid Powerが米国DOEから最大5,000万ドルの支援
を獲得し、硫化物系固体電解質の生産能力を2026年
に75トン、2028年に140トンへ増強する計画を発表
。

#03
BYDデュアル電解質特
許

技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

BYDが全固体電池の界面抵抗克服のため、無機固体電
解質粒子とポリマー電解質繊維ネットワークを組み合
わせたデュアル電解質カソードの特許を出願。

#04
ストーニーブルック大
、第II族カチオン電池

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

ストーニーブルック大学が、リチウムより安価で環境
負荷の低いマグネシウムイオン電池向けハイブリッド
電解質を開発。理論エネルギー密度はLIBの3.4倍。

#05
華南理工大、不燃性電
解質

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

華南理工大学らが、エネルギー密度355 W/kgで釘刺
し試験でも発火しない不燃性電解質を開発。-30〜+6
0°Cの広い温度範囲で安定稼働。

#06
トヨタ・出光、SSB量
産

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

トヨタと出光が2027-2028年の全固体電池商用化に向
け、硫化物系固体電解質の数百万トン規模パイロット
施設を建設中。量産技術開発を加速。

#07 中国SSB標準発効 市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

中国で国家標準GB/T「電気自動車用固体電池」が発
効し、全固体と半固体電池の分類を明確化。真の全固
体電池は研究・パイロット段階と位置付け。

#08
マックスプランク、デ
ンドライト解明

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

マックスプランク研究所が、全固体電池におけるリチ
ウムデンドライトがセラミック電解質を貫通するメカ
ニズムを解明。実用化への大きな一歩。

#09
CATLらSSB商業化課
題

市場概観
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

CATL、BYDら大手バッテリー企業が数千人規模で全
固体電池研究に注力するも、CATL会長は商業的実現
可能性は未確立と指摘。

#10
Siドープアルギロダイ
ト電解質

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

Siドープアルギロダイト電解質とLiNbO3コーティン
グカソードを組み合わせた全固体電池が、-20℃〜60
℃で安定稼働し、200サイクル後84.2%容量維持。

#11
Hacker
News、SSB開発集中

解説記事
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○

Hacker Newsが全固体電池開発への企業集中を分析。
高エネルギー密度と安全性に焦点も、理想的な固体電
解質は未実現と指摘。

#12
UW-Madison、SSB発
火可能性

学術論文
●●●○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ウィスコンシン大学マディソン校の研究が、全固体電
池は安全性向上も最悪シナリオでは依然発火の可能性
を指摘。厳格な安全対策の必要性を強調。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13
トヨタ、745マイルSS
B

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

トヨタの全固体電池が理論上745マイル（約1,200km
）の航続距離と急速充電耐性、極端な温度対応能力で
EVの弱点を克服すると期待。

#14
ZENCAR、SSB優位性
解説

解説記事
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●○○

○

ZENCARが全固体電池の安全性、高エネルギー密度、
構造簡素化がリチウムイオン電池を凌駕すると解説。
EVの航続距離延長や安全性向上に期待。

#15
BYD、デュアル電解質
特許

技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

BYDがハライドと硫化物を用いたデュアル電解質カソ
ードで全固体電池の寿命延長に特許出願。固体-固体
界面劣化問題の克服を目指す。

#16 SSB電解質レビュー 学術論文
●●○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

Darcy & Roy Pressが酸化物、硫化物、ポリマー、複
合固体電解質の特性、利点、課題をレビュー。イオン
伝導率不足、界面抵抗、安定性が共通課題。

#17
FactorialとStellantis
、テスト開始

新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Factorial EnergyとStellantisが北米でFEST全固体電
池セルのテストを開始。Dodge Charger
Daytonaプロトタイプに搭載し、375
Wh/kg、18分急速充電を達成。

#19
硫化物系SSB分解メカ
ニズム

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

ACS Energy Letters掲載論文が、硫化物系全固体電
池におけるキノンベース電極の分解メカニズムを解明
。求核攻撃とプロトン駆動自己放電が寄与。

#20
Tattu、ドローン向け
半固体電池

新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

Tattu（Grepow）が商用ドローン向け半固体電池を発
表。エネルギー密度350Wh/Kgを達成し、ゲル電解質
と固体電解質コーティングで安全性と寿命を向上。

#21
Naイオン電池電解質・
電極

学術論文
●●○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

MDPI論文がナトリウムイオン電池の電解質・電極材
料革新と界面構築戦略を詳述。硫化物およびハライド
固体電解質が高い応用可能性を持つと論じる。

#22
Na-CO2電池ゲル電解
質

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

OAE Publishing Inc.論文が、ハイブリッドNa-CO2電
池のゲル電解質が液体電解質の漏れを抑制し、安全性
と機械的柔軟性を向上させると報告。

#23
Car
Advisers、SSB解説

解説記事
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●○○

○

Car Advisersが全固体電池がEVの安全性、エネルギー
密度、充電速度、寿命の課題を解決すると解説。リチ
ウム金属アノードで航続距離延長に期待。

#24
J&K; Scientific、固体
電解質比較

技術比較
●●○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○

J&K; Scientificが全固体電池向け固体電解質として硫
化物系と酸化物系の優位性を比較分析。硫化物系は高
イオン伝導性、酸化物系は化学的安定性。

#25
Beyond
Battery、イオン移動

解説記事
●●○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○

Beyond Batteryが固体電解質内のリチウムイオン移
動メカニズムを解説。硫化物超イオン導電体が室温25
mS/cmに達し、高い伝導性を示す。

#26
UW-Madison、Na金
属電池

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

ウィスコンシン大学マディソン校が、全固体ナトリウ
ム金属電池の界面安定性とデンドライト抑制に向け、
GaCl3を用いた高導電性・難燃性PDOL電解質を開発
。

#27
明志科技大、高電圧・
高安全性

技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

明志科技大学が5V級カソードと溶媒フリー二元塩固体
高分子電解質（DS-SPE）を開発。LaF3ナノコーティ
ングでコバルトフリーカソードを安定化。

#28
米国DOE、SSB生産助
成

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

米国DOEが全固体電池の国内生産拡大へ3プロジェク
トに1,100万ドルを助成。酸化物ベース電解質の連続
製造、大型セルへのスケールアップ技術を開発。

#29
SK
On、FactorialとMOU

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

SK OnがFactorial Energyと全固体電池の製造協力M
OUを締結。FactorialのFEST技術をSK Onの既存リチ
ウムイオン電池製造施設で生産可能か評価。

#30
Sila Nanotech、時価
総額23億ドル

市場概観
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Sila Nanotechnologiesの未公開株がForge Globalで
時価総額23.3億ドルを記録。シリコンアノード材料の
生産能力拡大のため16.1億ドルを調達。

#31
Sila Nanotech、3億ド
ル調達

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

Sila NanotechnologiesがAI需要急増に対応するため3
億ドルを調達。Moses Lakeの製造施設を拡張し、シ
リコンアノードバッテリーの量産を加速。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性
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距離
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インパクト

データ
信頼性

日本
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#32
米国政府、バッテリー
安全保障

市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

米国政府がバッテリー安全保障強化のため、国内生産
・リサイクルに大規模投資。DOEが国内バッテリー材
料加工・製造能力拡大に最大5億ドルをコミット。

#33
Factorial、UAV市場へ
拡大

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

Factorial EnergyがTulip Techと提携し、全固体電池
を自動車からUAV市場へ拡大。初期飛行試験でドロー
ンの航続距離を30%以上延長。

#34
ITEN、医療機器向けS
SB

新製品
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○

フランスITENが埋め込み型医療機器向け全固体電池「
SOLIMED」プロジェクト始動。600Wh/L超、20分急
速充電を目標とし、安全性と信頼性を向上。

#37
LGES、ドライ電極パ
イロットライン

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

LG Energy SolutionがQ2で黒字転換。2026年下半期
に全固体電池向けドライ電極パイロットライン準備へ
。2027年にはナトリウム電池サンプル出荷目指す。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 中国の全固体電池国家標準は、貴社の製品開発ロードマップにどのような影響を与えますか？
中国が車載全固体電池の国家標準「GB/T43568-2026」を施行し、半固体電池の量産も開始しました。これは、中国市場
での競争ルールが明確化され、技術開発の方向性にも影響を与えます。日本の電池・自動車メーカーは、この標準にどう
対応し、自社の技術戦略を調整すべきでしょうか？

❷ 米国政府の大規模投資と国内サプライチェーン強化は、貴社のグローバル戦略にどのような機会と脅
威をもたらしますか？
米国DOEが全固体電池の国内生産拡大に1,100万ドルを助成し、バッテリーサプライチェーン全体への大規模投資を継続
しています。これは、米国市場への参入や共同開発の機会となる一方で、国内優遇政策による競争激化やサプライチェー
ン再編の脅威も伴います。貴社は、この動きをどう捉え、戦略を構築しますか？

❸ 全固体電池の安全性に関する新たな知見は、貴社の製品設計と品質保証体制に再評価を迫るものでは
ないでしょうか？
全固体電池は「究極の安全性」と期待されてきましたが、UW-Madisonの研究は最悪シナリオでの発火可能性を指摘しま
した。また、デンドライト形成メカニズムの解明も進んでいます。これらの知見は、全固体電池の安全設計や品質保証基
準を再考する必要性を示唆しています。貴社は、これらのリスクをどのように評価し、設計に反映させますか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

国産SSB

トヨタSSB

中国SSB

中国標準

米国投資

米SSB量産

Factorial

基礎研究

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 国産SSB 機会大 日本の競争力強化 —

● トヨタSSB 機会大 EV性能向上、部品供給 —

● 中国SSB 注意 中国市場参入、標準化 競争激化、標準化遅れ

● 中国標準 注意 市場透明性向上 国際標準化主導権

● 米国投資 注意 米国市場参入、共同開発 サプライチェーン再編
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● 米SSB量産 注意 材料供給、技術提携 競合激化、調達難化

● Factorial 注意 技術提携、材料供給 競合激化、市場シェア

● 基礎研究 参考 新材料開発指針 —
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深掘り ① ― 中国、SSB国家標準施行と量産化
#01 | 2026/07/30 | SMM | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●●

中国が車載全固体電池の国家標準「GB/T43568-2026」を施行し、業界の標準化を推進。材料面では複数の企業が百
トン規模の硫化物系固体電解質生産ラインを試運転開始し、EVメーカーによるトンレベル調達が実現。製品面ではSVO
LT Energyがハイブリッド固体-液体電池の量産を開始し、Ampaceは2GWhの生産能力を達成。CATLは420Wh/kg、F
arasisは500Wh/kgの高エネルギー密度電池を開発し、2027年の車両統合を目指すなど、中国の全固体電池開発が急速
に進展しています。

この動きは、中国政府が新エネルギー車産業のリーダーシップ確立に向けた積極的な投資の一環であり、材料サプライ
ヤーの量産化とEVメーカーの高エネルギー密度電池開発が連携。ハイブリッド型や半固体型電池の量産開始は、完全な
全固体電池への現実的な移行アプローチとして注目されます。中国発の国家標準は、国際的な標準化議論にも影響を与
え、EV市場のゲームチェンジャーとなる可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

中国の国家標準施行と百トン級生産ライン稼働は、全固体電池の実用化が「絵に描いた餅」ではなく、
具体的な産業化フェーズに入ったことを示唆します。特に、2027年目標の420-500Wh/kgは現在のLIB
を大きく上回る数値であり、実現すればEVの航続距離を劇的に伸ばすでしょう。ただし、これらの数値
がどの程度のサイクル寿命や安全性、コストで達成されるのか、詳細なデータが待たれます。日本企業
にとっては、中国市場への参入障壁となる可能性と、技術・市場競争激化の脅威があります。一方で、
中国の標準化は国際標準化の議論を加速させ、技術開発の方向性を明確にする機会ともなり得ます。日
本の材料メーカーは、硫化物系電解質の量産技術で先行する中国企業との協業や、独自の高付加価値材
料開発を急ぐ必要があります。自動車OEMは、中国のサプライチェーン動向を注視し、調達戦略を見直
すべきです。

深掘り ② ― トヨタ・出光、硫化物系SSB量産技術開発
#06 | 2026/07/26 | Wevolver | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●●

トヨタと出光は、2027年から2028年の全固体電池商用化を目指し、硫化物系固体電解質の量産技術開発を加速してい
ます。出光は既に数百万トン規模の固体電解質パイロット施設を建設中で、これにより全固体電池の量産性とコスト課
題の解決に道を開くとしています。サムスンSDIも2027年の量産を視野に入れるなど、全固体電池の実用化競争が激化
しており、デンドライト形成や界面抵抗といった技術的課題の克服が焦点です。

硫化物系固体電解質は、高いイオン伝導率と柔軟性から有望視されており、トヨタと出光のアプローチはこれらの複雑
な問題を解決し、安定した性能を持つ全固体電池を大規模に生産するための基盤を構築するものです。この進展は、EV
の航続距離延長、充電時間短縮、安全性向上に貢献し、次世代バッテリー市場における日本の競争力を高めるものと期
待されます。
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▶ 技術者の視点

トヨタと出光の硫化物系全固体電池の量産化に向けた動きは、日本がこの分野で主導権を握るための重
要なステップです。2027-2028年という具体的な商用化目標は、技術の成熟度と量産化への自信を示し
ています。数百万トン規模のパイロット施設建設は、材料コスト低減と安定供給に直結し、実用化の大
きな障壁を乗り越える可能性を秘めています。ただし、硫化物系電解質は空気中の水分に弱く、H2Sガ
ス発生のリスクがあるため、製造プロセスやセル設計における厳密な管理が不可欠です。また、リチウ
ム金属負極との界面安定性も引き続き重要な課題です。日本の材料メーカーは、この量産化の動きに追
随し、高品質な電解質材料や関連部品の供給体制を強化すべきです。自動車OEMは、この技術が実現し
た場合のEV設計への影響を評価し、サプライチェーン戦略を練る必要があります。
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深掘り ③ ― デンドライト形成メカニズムの解明
#08 | 2026/07/28 | CarBuzz | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●○○ データ信頼性●●●●●
日本関連度●●○○○

マックスプランク持続可能材料研究所の研究者たちは、全固体電池の実用化を長年妨げてきたリチウムデンドライトが
、硬いセラミック固体電解質を貫通して短絡を引き起こすメカニズムを初めて詳細に解明しました。この画期的な発見
は、デンドライト成長を効果的に抑制する新しい電池設計や材料開発への道を開き、全固体電池の商用化を大幅に加速
させる可能性を秘めています。

この研究は、デンドライトが単に電解質の亀裂を介するだけでなく、微細構造そのものを「掘り進む」ように侵入する
メカニズムがあることを示唆。これにより、デンドライトの成長を物理的または化学的に阻止するための、よりターゲ
ットを絞ったアプローチが可能になります。高エネルギー密度と安全性向上を実現するリチウム金属アノードを用いた
全固体電池の実現に向けた、基礎科学における重要なブレークスルーです。

▶ 技術者の視点

デンドライト形成メカニズムの解明は、全固体電池の長年の「聖杯」を追い求める上で不可欠な基礎研
究の成果です。この発見は、単なる現象論ではなく、デンドライトが固体電解質をどのように破壊する
のかという根本的な理解を深めるものであり、今後の材料設計や界面制御戦略に直接的な指針を与えま
す。ただし、これは基礎研究段階であり、実際の製品化までにはまだ長い道のりがあります。特に、解
明されたメカニズムに基づいたデンドライト抑制技術の開発と、それが大規模生産で再現可能であるか
の検証が課題となるでしょう。日本企業にとっては、この知見をいち早く取り入れ、自社の固体電解質
材料や界面保護層の開発に活かすことで、技術的優位性を確立する機会となります。R&D;部門は、この
論文の詳細を精査し、新たな研究テーマ設定や共同研究の可能性を探るべきです。

その他の注目記事
米国DOE、全固体電池の国内生産拡大へ3プロジェクトに1,100万ドルを助成 (Department of Energy)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

米国政府が全固体電池の国内生産能力強化に大規模投資。連続製造技術やロールツーロールプロセスの最適化に焦点を
当て、サプライチェーンの自給自足を目指す。

SK On、米国Factorial Energyと全固体電池の量産化に向けた製造協力MOUを締結 (BigGo Finance)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

SK OnがFactorial Energyと提携し、既存のリチウムイオン電池製造施設での全固体電池生産可能性を評価。既存設備
活用によるコスト効率の高い量産化を目指す。

LG Energy Solution、Q2で黒字転換、2026年下半期に全固体電池向けドライ電極パイロットライン準備へ (Investing.com)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

LG Energy Solutionが全固体電池向けドライ電極プロセスパイロットラインを2026年下半期に準備。環境負荷低減と
コスト削減を目指し、次世代バッテリー開発を加速。

華南理工大学ら、不燃性電解質を開発：リチウムイオン電池のエネルギー密度と安全性を向上、355 W/kg達成 (EurekAlert!)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

中国の研究チームが、高エネルギー密度と優れた安全性を両立する不燃性電解質を開発。既存リチウムイオン電池の安
全性課題を解決する有望なアプローチ。

SiドープアルギロダイトLi6+xSixSb1-xS5I電解質採用の全固体電池、-20℃〜60℃で安定稼働 (arXiv)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

硫化物系固体電解質とコーティング技術により、-20℃から60℃の広い温度範囲で安定稼働する全固体電池を開発。極
限環境下でのEV応用へ期待。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】中国の全固体電池国家標準（GB/T43568-2026）の内容を速やかに確認し、自社製品の適合性評価
を開始する。

• 【経営企画】米国DOEのバッテリー関連助成プログラムの詳細を調査し、日本企業が参画可能な機会がないか
検討を開始する。

• 【半導体PKG/EV設計】Factorial EnergyとStellantisの実車両テスト結果（375Wh/kg,
18分充電）を評価し、自社の次世代製品ロードマップへの影響を分析する。

▍短期（1ヶ月）
• 【調達】中国の硫化物系固体電解質サプライヤーの動向（百トン級生産ライン稼働）を調査し、将来的な調達先
の多様化やコストメリットの可能性を評価する。

• 【R&D;】マックスプランク研究所のデンドライト形成メカニズム解明論文を詳細に分析し、自社の固体電解質
や界面保護層の研究開発にフィードバックする。

• 【材料メーカー】トヨタ・出光の硫化物系固体電解質量産技術開発の進捗を注視し、協業や材料供給の機会を探
る。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】中国、米国、日韓の全固体電池に関する政策動向、標準化、主要企業の提携戦略を継続的にモニタ
リングし、グローバル市場における自社の競争戦略を再構築する。

• 【R&D;】全固体電池の安全性に関する新たな知見（UW-Madison研究など）を基に、自社の安全設計基準や評
価手法の見直しを検討する。

• 【セルメーカー/OEM】LGESやSK Onのドライ電極プロセスや既存設備活用による全固体電池量産化の動きを
分析し、自社の製造プロセス革新や設備投資計画に反映させる。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-01
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収録記事一覧

#01 中国、車載全固体電池国家標準（GB/T43568-2026）を施行、百トン級硫化物生産ライン稼働
開始

#02 Solid Power、米国エネルギー省から最大5,000万ドルの支援獲得：硫化物系固体電解質の生産

能力75トンへ増強

#03 BYD、デュアル電解質カソードアプローチの全固体電池特許を出願：界面課題を克服へ

#04 ストーニーブルック大学、第II族カチオンベース電池向けハイブリッド電解質を開発：環境負荷
低減と高エネルギー密度を実現

#05 華南理工大学ら、不燃性電解質を開発：リチウムイオン電池のエネルギー密度と安全性を向上、
355 W/kg達成

#06 トヨタと出光、2027-2028年の全固体電池商用化に向け硫化物系固体電解質量産技術を開発

#07 中国国家標準GB/T「電気自動車用固体電池」発効：全固体と半固体の明確な区別を確立

#08 マックスプランク研究所、全固体電池のデンドライト形成メカニズムを解明し実用化へ前進

#09 CATL、BYDら大手バッテリー企業が全固体電池研究に数千人規模で注力も商業化に課題

#10 SiドープアルギロダイトLi6+xSixSb1-xS5I電解質採用の全固体電池、-20℃〜60℃で安定稼働

#11 Hacker News、全固体電池開発への企業集中を分析：高エネルギー密度と安全性に焦点

#12 UW-Madison研究、全固体電池の安全性は向上も最悪シナリオでは依然発火の可能性

#13 トヨタの745マイル全固体電池、ホンダとの比較で航続距離と安全性に優位性

#14 ZENCAR、全固体電池が安全性・高エネルギー密度・構造簡素化でリチウムイオン電池を凌駕と
解説

#15 BYD、ハライドと硫化物を用いたデュアル電解質カソードで全固体電池の寿命延長に特許出願

#16 Darcy & Roy Press、全固体電解質の課題と機会をレビュー：酸化物・硫化物・ポリマー・複合
材料を比較

#17 Factorial EnergyとStellantis、北米でFEST全固体電池のテスト開始しEV実用化を加速

#19 ACS Energy Letters掲載論文：硫化物系全固体電池におけるキノンベース電極の分解メカニズム
を解明

#20 Tattu（Grepow）が商用ドローン向け半固体電池を発表：エネルギー密度350Wh/Kgを達成

#21 MDPI掲載論文：ナトリウムイオン電池の電解質・電極材料革新と界面構築戦略を詳述

#22 OAE Publishing Inc.論文：ハイブリッドNa-CO2電池のゲル電解質が安全性と機械的柔軟性を向
上

#23 Car Advisers、全固体電池がEVの安全性、エネルギー密度、充電速度、寿命の課題を解決と解説

#24 J&K Scientific、全固体電池向け固体電解質を比較：硫化物系と酸化物系の優位性を分析



#25 Beyond Battery、リチウムイオンの固体電解質内移動メカニズムを解説：高伝導性硫化物の優
位性

#26 UW-Madison研究：全固体ナトリウム金属電池の界面安定性とデンドライト抑制に向けた新アプ

ローチ

#27 明志科技大学、5V級カソードとDS-SPE開発で高電圧・高安全性電池技術を推進

#28 米国DOE、全固体電池の国内生産拡大へ3プロジェクトに1,100万ドルを助成

#29 SK On、米国Factorial Energyと全固体電池の量産化に向けた製造協力MOUを締結

#30 次世代バッテリー材料Sila Nanotechnologiesの未公開株、Forge Globalで時価総額23.3億ドル

を記録

#31 Sila Nanotechnologies、AI需要急増に対応するため3億ドル調達、次世代バッテリー生産拡大へ

#32 米国政府、バッテリー安全保障強化のため国内生産・リサイクルに大規模投資

#33 Factorial Energy、Tulip Techと提携し全固体電池を自動車からUAV市場へ拡大

#34 フランスITEN、埋め込み型医療機器向け全固体電池「SOLIMED」プロジェクト始動：
600Wh/L超・20分急速充電目標

#35 SK On、Factorial Energyと全固体電池製造MOU締結：既存設備活用で量産化目指す

#36 Factorial EnergyとSK On、既存設備活用による全固体電池製造を共同評価へ

#37 LG Energy Solution、Q2で黒字転換、2026年下半期に全固体電池向けドライ電極パイロットラ
イン準備へ

#38 LG Energy Solution、Q2黒字転換の原動力は欧州EVと米国BESS、全固体電池パイロットライ

ン準備へ



#01 中国、車載全固体電池国家標準（GB/T43568-2026）
を施行、百トン級硫化物生産ライン稼働開始

概要

2026年7月、中国で初の車載全固体電池国家標準「GB/T43568-2026」が施行され、業
界の標準化が大きく進展しました。材料面では、複数の企業が百トン規模の硫化物系
固体電解質生産ラインを第3四半期に試運転開始し、EVメーカーによる1トン単位の電

解質調達が「トンレベル取引」の到来を告げています。製品面では、SVOLT Energyが
ハイブリッド固体-液体電池の量産を第3四半期に開始し、Ampaceは2GWhのセルとパ
ックの生産能力を達成。CATLは420Wh/kg、Farasisは500Wh/kgの高エネルギー密度電

池を開発し、2027年の車両統合を目指しています。

公開日 2026年07月30日  SMM  中国



詳細

主要成果

2026年7月は全固体電池（SSB）業界にとって歴史的な転換点となり、中国で初の車載
全固体電池国家標準である「GB/T43568-2026」が施行されました。これは、SSBの設
計、性能、安全性に関する明確なガイドラインを提供し、業界全体の標準化と品質向上
を促進するものです。同時に、材料供給面では複数の百トン規模の硫化物系固体電解質
生産ラインが第3四半期に試運転を開始し、「トンレベル取引」としてEVメーカーが1ト
ンの電解質を調達するなど、量産化に向けたサプライチェーンが着実に構築されていま
す。

技術・臨床詳細

中国における全固体電池技術は複数の企業で具体的な進展を見せています。SVOLT

Energyは、ハイブリッド固体-液体電池の量産を第3四半期に開始し、既存のリチウムイ
オン電池技術からのスムーズな移行を試みています。Ampaceは、2ギガワット時
（GWh）のセルと2GWhのパックの全容量達成を発表し、大規模な生産能力の確立を示
しました。また、CATLは420Wh/kg、Farasisは500Wh/kgという、現在のリチウムイオ
ン電池を大幅に上回る高エネルギー密度を実現する全固体電池の開発に成功。これらの
電池は、2027年以降の車両統合を目指しており、EVの航続距離を飛躍的に向上させる
可能性を秘めています。

背景・業界文脈

中国政府は、新エネルギー車（NEV）産業のリーダーシップを確立するため、全固体電
池技術の開発と標準化に積極的な投資を行ってきました。今回の国家標準の施行は、技
術競争力を高め、国内産業の健全な発展を促すための重要なステップです。材料サプラ
イヤーは、EVメーカーからの需要増を見越して、硫化物系固体電解質の大規模生産能力
を確立しており、これは全固体電池のコスト削減と供給安定化に不可欠です。また、ハ
イブリッド型や半固体型電池の量産開始は、完全な全固体電池への技術的・製造的ギャ
ップを埋める現実的なアプローチとして注目されます。



今後の展望

中国発の全固体電池国家標準は、国際的な標準化の議論にも影響を与える可能性があり
ます。硫化物系固体電解質のトンレベル生産能力の確立と、高エネルギー密度電池の車
両統合は、EV市場におけるゲームチェンジャーとなるでしょう。これにより、EVの航
続距離は大幅に延長され、充電インフラへの依存度も低減される可能性があります。
2027年以降の具体的な車両統合計画は、全固体電池が「スライドデッキの技術」から
「実際の製品」へと進化する重要なマイルストーンとなります。国際的な競争が激化す
る中で、中国の動向は世界の電池産業、特にEV市場の将来を占う上で極めて重要です。

元記事: https://news.metal.com/en/newscontent/104034082-solid-state-battery-july-2026-policy-

standardization-+-hundred-ton-level-production-lines-+-semi-solid-batteries
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#02 Solid Power、米国エネルギー省から最大5,000万ドル
の支援獲得：硫化物系固体電解質の生産能力75トンへ増強

概要

全固体電池技術のリーダー企業であるSolid Powerは、米国エネルギー省から最大5,000

万ドル（約70億円）の交渉対象賞に選定されました。この資金は、先進的な全固体電
池に不可欠な硫化物系固体電解質材料の連続生産能力を大幅に増強するために使用さ

れます。現在、年間30メトリックトンの生産能力を持つSolid Powerは、この複数年に
わたる設備投資プロジェクトを通じて、2026年には75メトリックトン、2028年には
140メトリックトンへと年間生産能力を飛躍的に拡大する計画です。この動きは、米国

における全固体電池のサプライチェーン強化と商業化加速に貢献します。

公開日 日付不明  Solid Power  アメリカ



詳細

主要成果

全固体電池（SSB）技術開発の最前線に立つ米国のSolid Power社は、米国エネルギー省
（DOE）から最大5,000万ドル（約70億円）の交渉対象賞を獲得しました。この重要な
資金提供は、先進的な全固体電池の中核となる硫化物系固体電解質材料の連続生産能力
を大幅に増強するために充てられます。Solid Powerは、この複数年にわたる設備投資プ
ロジェクトを通じて、現在の年間30メトリックトンから、2026年には75メトリックト
ン、そして2028年には140メトリックトンへと、その生産能力を段階的に拡大する野心
的な計画を打ち出しています。これは、米国国内における全固体電池のサプライチェー
ン構築と、同技術の商業化を加速させる上で極めて重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

Solid Powerは、特に硫化物系固体電解質に焦点を当てており、その高いイオン伝導性と
比較的良好な機械的特性が、高エネルギー密度と急速充電が可能な全固体電池の実現に
不可欠であると考えています。硫化物系電解質の連続生産能力を大幅に拡大すること
は、製造コストの削減と供給の安定化に直結し、全固体電池の大規模な商業化に向けた
ボトルネックの一つを解消するものです。DOEからの資金は、この製造プロセスの最適
化とスケールアップに投入され、より効率的で高品質な電解質材料の生産を目指しま
す。Solid PowerはすでにBMWやSamsung SDIといった主要な自動車メーカーや電池メ
ーカーと提携しており、その技術は車両への応用評価パスに含まれています。また、同
社は2026年第1四半期の収益と助成金収入を報告しており、SK Onとのライン設置契約
も順調に進展しています。

背景・業界文脈

世界中で電気自動車（EV）への移行が加速する中、安全性、エネルギー密度、充電速度
の面で従来の液体リチウムイオン電池の限界を克服する全固体電池への期待が高まって
います。米国政府は、クリーンエネルギー技術の開発と国内製造基盤の強化を国家戦略
の柱と位置付けており、今回のDOEによるSolid Powerへの支援はその一環です。この投
資は、米国が次世代電池技術において国際的な競争力を維持し、将来のエネルギー供給
の安定性を確保するための重要な施策と言えます。硫化物系電解質は、性能面で有望視
されている一方で、製造の複雑さや水分感受性といった課題があり、その量産技術の確
立は業界全体の大きな課題でした。



今後の展望

Solid Powerの硫化物系固体電解質生産能力の拡大は、全固体電池の商業化に向けた大き
な進展を意味します。75メトリックトン、そして140メトリックトンという生産規模
は、初期段階のEV市場への供給を可能にし、さらなるコストダウンと技術改良を促進す
る基盤となります。これにより、より多くの自動車メーカーが全固体電池の採用を検討
するようになり、市場競争が加速するでしょう。また、DOEの支援は、米国内での技術
開発エコシステムを強化し、雇用創出にも寄与します。Solid Powerの技術が車両に統合
され、実証が進むにつれて、全固体電池はEV産業だけでなく、他のエネルギー貯蔵分野
においても革新的なソリューションとして広く普及していくことが期待されます。

元記事: https://www.rolltoroll.org/industry-news-post?recordId=recFhU86nRwLg3IMk
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